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表１　播種期および開花期追肥が金時の生育・収量・品質等に与える影響　（大正金時）

表３　９月下旬成熟（極遅まき）のメリットとデメリット

本技術内容についての問い合わせ先
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電話（0155）62－2431

E-mail：tokachi-agri@hro. or. jp

もう少し詳しい情報はこちら

（スマホでの閲覧はお勧めしません）

検索は、「農業技術情報広場、一般課題 H31」で

３．留意点

（１�）本成績は、金時の色流れ粒の発生回避等のために、生産者が播種期、栽培品種、窒素追肥の有無等を決

めていただく際の参考にしてください。

（成績名：気象変動に伴う金時の色流れ粒発生リスク回避に向けた播種期設定および成熟期分散）

表２　成熟期分散のための播種期設定の例




